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編　集　後　記

新潟大学は今まで一例の気づきから，その分子病態を解
明し，世界に発信してきました．CARASILも EAOHも最初
は，1人の医師の，この症例は異なるという，臭覚が重要
でした．このような症例は，そんなに何回も経験するわけ
ではありません．その一例を経験した時，それが他とは異
なると捉える臨床医としての目をもつ為には，症例を，よ
くかみしめる訓練が必要です．それには症例報告が何より
も力がつきます．臨床神経学の初代編集長は，当科の初代
教授の椿忠雄先生です．椿先生の，当時の本誌に対するお
言葉を拝見しますと，症例報告にこだわった雑誌をつくる
という思いが伝わってきます．一例に学び，それを共有し
ていくという姿勢，これが本誌の使命と考えています．症
例報告が出来るということは，その症例について，向き 

合って，深く考えたという証です．その記録を残す行為は，
医療の公共性を顧みると，極めて重要な行為だと思いま 

す．私の最初の論文は臨床神経学です．今でもその症例で
教わった事はよく覚えています．記憶だけでは無く，記録に
残す重要性を，一人一人が顧み，症例報告を発表できる本
誌を，是非，有効に活用してもらいたいと思います．症例
に立脚した考察の重要性は，今も薄れることはありません．

また，母国語で記載される雑誌を，学会が持つことは，
大変重要です．最近みた“メッセージ”という映画は“「ど
のような言語によってでも現実世界は正しく把握できるも
のだ」とする立場に疑問を呈し，「言語はその話者の世界
観の形成に差異的に関与する」”という，言語と思考に関
するサピア＝ウォーフの仮説を映像化していました．英語
と日本語では，その症例の病（やまい）の世界観が自ずと
違ってくるでしょう．日本語でしか表現できない，伝わっ
ていかない日本人の病の世界観もあると思います．日本語
での症例報告雑誌である本誌の重要性は，そのような所に
もあると考えています．その他にも，本誌は，言葉遣いか
ら指導し，アクセプトまで丁寧に同伴してくれる優しい雑
誌です．またカラーが無料で，図も沢山載せられます．あ
なたの気づきを，思う存分，その質感まで詳細に残すこと
が出来ます．是非，皆さんの，その気づきを，記録として
本誌に残し，今の，そして未来の皆さんと共有して頂ける
ことを願っています．これから 4年間，少しでもそのお手
伝いが出来ればと考えています．多くの投稿をお待ちして
います．

 （小野寺　理）


